


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien    市内半日 : 月水金日
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947    ウィーンの森 : 火木土

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
鉄道と船で行くヴァッハウ渓谷／鉄道で行く日帰り
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト 

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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四
月
二
日
、
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関

す
る
国
連
科
学
委
員
会（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）

に
よ
る
「
二
〇
一一
年
東
日
本
大
震
災
後
の

原
子
力
事
故
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
レ

ベ
ル
と
そ
の
影
響
」
と
題
す
る
報
告
書
が

発
表
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
福
島
原
発

事
故
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
放
射
線
被
ば

く
に
よ
り
、
今
後
が
ん
や
遺
伝
性
疾
患
の

発
生
率
に
識
別
で
き
る
よ
う
な
変
化
は
な

く
、
出
生
時
異
常
の
増
加
も
な
い
と
予
測

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
最
も
高
い
被
ば
く

線
量
を
受
け
た
小

児
の
集
団
に
お
い

て
は
、
甲
状
腺
が

ん
の
リ
ス
ク
が
増

加
す
る
可
能
性
が

理
論
的
に
あ
り
得

る
と
指
摘
し
、
今

後
、
状
況
を
綿
密

に
追
跡
し
、
更
に

評
価
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と

結
論
づ
け
て
い
る
。

報
告
書
で
は
、様
々

な
集
団
の
被
ば
く

線
量
の
慎
重
な
推

定
と
放
射
線
被
ば

く
を
受
け
た
後
の

健
康
影
響
に
関
す

る
科
学
的
知
見
に

基
づ
い
て
解
析
を

実
施
し
、
対
象
と

し
た
集
団
の
が
ん
発
生
率
へ
の
影
響
は
小
さ

い
と
予
想
さ
れ
る
と
し
、
こ
れ
は
日
本
の
当

局
が
事
故
後
に
講
じ
た
迅
速
な
防
護
措
置

に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。

　

世
界
十
八
ヶ
国
・
五
国
際
機
関
か
ら

百
十
名
以
上
の
専
門
家
が
五
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
福
島
原
発
事
故
に
伴
う
放
射

線
被
ば
く
の
影
響
を
解
析
す
る
作
業
に
取

り
組
み
報
告
書
を
作
成
し
た
。
我
が
国
か

ら
は
、
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
の
米

倉
理
事
長
を
始
め
、
十
四
名
の
専
門
家
が

二
〇
一
二
年
一
月
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
第
一

回
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
専
門
家
会
合
以
来
参
加

し
た
。
筆
者
も
放
射
性
物
質
の
放
出
と
拡

散
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
事
故
の
進

展
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
挙
動

を
中
心
に
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加

し
た
。
全
三
一一
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
科
学
的
附

属
書
」
と
題
す
る
科
学
的
根
拠
を
詳
述
し

た
報
告
書
の
作
成
に
は
ご
く
一
部
担
当
し
た

だ
け
だ
っ
た
が
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
有
名
な
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ド
ナ
ウ
公
園
に
あ

る
ド
ナ
ウ
タ
ワ
ー
は
、
一
九
六
四
年
四
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
高
さ
は
二
五
二
メ
ー
ト
ル
と

ウ
ィ
ー
ン
で
最
も
高
い
建
物
で
あ
る
。
地

上
一
六
〇
及
び
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
回
転
式
展
望
カ
フ
ェ
及
び
レ
ス
ト

ラ
ン
か
ら
は
、
旧
市

街
や
ウ
ィ
ー
ン
の
森
な

ど
見
事
な
パ
ノ
ラ
マ
を

一
望
で
き
る
。
ま
た
、

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
は

展
望
用
テ
ラ
ス
と
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
用
の
台

が
あ
る
。
原
子
力
機

構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
ビ

ル
の
北
側
に
接
す
る
ド

ナ
ウ
公
園
は
、
広
大
な

芝
生
と
花
壇
、
池
、
林
、

テ
ニ
ス
場
、
ミ
ニ
列
車
な
ど
が
あ
り
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
建
国
千
年
祭
を
記
念
し

て
、
日
本
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
寄
贈
し
た
千
本

の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
一
九
六
四
年
十
二
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
京
都
タ
ワ
ー
は
、
一
三
一
メ
ー
ト
ル

と
京
都
で
一
番
高
い
建
物
で
あ
る
。
地
上

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
展
望
室
か
ら
市
街
を
一

望
で
き
る
。
独
特
な
姿
は
海
の
な
い
京
都

の
街
を
照
ら
す
灯
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
と
違
い
鉄
骨
を
一
切

使
わ
ず
、
特
殊
鋼
板
シ
リ
ン
ダ
ー
を
溶
接

で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
円
筒
型
と
し
て
い
る
。
当

時
、
設
計
依
頼
を
受
け
た
京
大
建
築
学
教

室
で
は
、
京
都
タ
ワ
ー
と
京
都
タ
ワ
ー
ビ

ル
を
一
連
の
架
構
と
考
え
、
こ
の
種
の
大
規

模
タ
ワ
ー
で
は
我
が
国
で
初
め
て
こ
の
構

造
を
採
用
し
た
。
瞬
間
風
速
五
〇
メ
ー
ト

ル
／
秒
を
超
え
る
台
風
や
震
度
五
強
の
阪

神
大
震
災
を
経
験
し
た
が
損
害
は
な
く
、

安
全
性
の
高
さ
を
証
明
し
た
。
両
タ
ワ
ー

は
市
民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
奇
し

く
も
今
年
、
と
も
に
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴
任

中
、
何
度
か
ド
ナ
ウ
タ
ワ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
眺
望
を
楽
し
み
、
毎
日
曜
日
に
は
ド
ナ
ウ

公
園
の
芝
生
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し

た
。
京
都
タ
ワ
ー
に
は
大
学
入
学
時
に
京

都
に
住
む
親
戚
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
両

市
の
有
名
な
タ
ワ
ー
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ド
ナ
ウ
タ
ワ
ー
を

描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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Schönbrunn 美しい泉  シェーンブルン 修復

須永恒雄訳／ゲルハルト・ロート 著
「ウィーンの内部への旅」彩流社

河野純一 著
「ハプスブルク三都物語」中公新書

我が国の派遣団

　シェーンブルン宮殿の名称「美しい
（シェーン）泉（ブルン）」は、庭園の一

角にある小さな泉（湧き水）に由来する。
ウィーンにアルプスから上水道がひかれ
るまで、ウィーン王宮ではこの泉から汲ん
だ水が飲料水として毎日使われていた。
　皇帝マティアス（1557-1619）が狩り
の途中でこの場所に泉が湧いているのを
発見し「なんと美しい泉だ！」と言った
そうだ。マリア・テレジアの委託により、
水の妖精ニンフが持つ壺から水が流れ出
る「美しい泉」像が、宮廷建築師イシドレ・
カネヴァレにより1771 年に完成した。
　２年間の修復作業を終え、今また蘇る。

修復作業した人々


